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じ

め

こ
の
小
論
の
タ
イ
ト
ル
は
前
田
愛
「

ω問
屋
の
出

-
E
S
N印
|
都
市
小
説
と
し
て
の
『
上
海
』
」
に
因
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文

は
五
・
三

O
事
件
を
下
敷
と
し
た
横
光
利

『
上
海
』
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
筆
者
が
こ
こ
で
扱
う
の
は
武
田
泰
淳
『
上
海

の
壁
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
研
究
者
で
は
な
い
筆
者
が
以
下
に
開
陳
す
る
の
は
当
然
文
学
論
で
は
な
い
。
人
文
地
理
学
に
関
わ
っ

て
来
た
者
が
、
自
ら
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
武
田
泰
淳
の
作
品
か
ら
読
み
取
っ
た
一
九
四
四
年
前
後
の
上
海
の
一
端
を
示
す
に
過
ぎ

戸
h
h

、nv

・中人

L

『
上
海
の
壁
』

(
昭
和
五
一
年
二
|
九
月
「
海
」
に
連
載
、
単
行
本
と
し
て
は
同
年
十
二
月
、
中
央
公
論
社
〉
に
描
か
れ
た
上

海
の
イ
メ
ー
ジ
と
筆
者
の
上
海
で
の
小
さ
な
体
験
に
基
づ
く
イ
メ
ー
ジ
の
重
な
り
が
こ
の
小
論
執
筆
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し

て
お
こ
う
。
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文
学
作
品
と
地
図

文
学
作
品
と
そ
の
読
者
と
の
関
わ
り
方
は
読
者
の
立
場
か
ら
し
て
つ
ぎ
の
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

~ 

'-./ 

作
者
と
同
じ
現
実
空
聞
を
共
有
し
て
い
る
場
合
(
そ
の
空
間
と
の
関
わ
り
方
に
作
者
と
読
者
と
の
聞
で
違
い
の
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
)

0

"、
一'-./ 

作
品
と
同
じ
現
実
空
間
を
体
験
し
て
い
る
場
合
(
こ
の
場
合
は
厳
密
な
意
味
で
は
「
同
じ
」
と
は
い
え
ず
、
時
の
違
い
が
あ

り
現
実
空
間
は
変
容
し
て
い
る
)

0

(
三
)

作
品
の
描
く
空
聞
が
読
者
に
と
っ
て
は
全
く
の
仮
想
空
間
に
す
ぎ
な
い
場
合
(
読
者
は
現
実
空
間
を
全
く
経
験
す
る
こ
と
な

く
空
間
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
)
。

(
l
v
 

こ
こ
で
示
し
た
現
実
空
間
、
仮
想
空
間
と
い
う
言
葉
は
矢
本
貞
幹
氏
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
氏
は
文
学
に
お
け
る
空
間
に
つ
い
て
、

自
然
主
義
小
説
の
描
こ
う
と
す
る
現
実
的
空
間
、

ロ
マ
ン
主
義
の
詩
篇
に
見
る
想
像
の
世
界
を
主
と
す
る
仮
説
(
仮
想
)
的
空
間
、
そ

の
両
者
の
中
間
に
あ
る
折
衷
的
空
聞
を
一
示
し
、
前
二
者
の
対
立
と
調
和
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
最
終
者
が
最
も
大
切
で
、
す
ぐ
れ
た
作
品

は
ロ
マ
ン
主
義
の
傾
向
と
写
実
主
義
の
傾
向
を
共
に
包
含
し
て
い
る
と
す
る
。

矢
本
氏
の
こ
の
考
え
は
筆
者
が
か
つ
て
提
示
し
た
地
図
の
三
角
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
を
想
起
さ
せ
る
。
即
ち
、
筆
者
は
地
図
と
い
う
図
的

表
現
が
す
べ
て
シ
ン
ボ
ル

(
S
)
・
マ
ッ
プ

(
M
)
・
ピ
ク
チ
ュ
ア

(
P
)
を
頂
点
と
す
る
三
角
形
の
内
に
あ
る
存
在
で
あ
る
と
し
た

(
M
は
測
量
地
図
)
。
こ
れ
に
準
え
れ
ば
文
学
作
品
は
イ
デ
ア

(
I
)
o

リ
ア
リ
テ
ィ
ー

(
R
〉
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

(
F
〉
を
頂
点
と
す
る

三
角
形
の
内
に
す
べ
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。



こ
の
よ
う
な
類
似
は
偶
然
で
は
な
い
。
地
図
が
図
形
に
よ
る
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
文
学
作
品
は
文
字
に
よ
る
表
現
で
あ
り
、
地

図
に
お
け
る
作
図
者
と
読
図
者
の
関
係
は
そ
の
ま
ま
文
学
作
品
の
作
者
と
読
者
の
関
係
に
相
当
す
る
。
地
図
に
お
い
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

と
そ
の
図
的
表
現
と
の
聞
に
、
ま
た
作
図
者
と
読
図
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
聞
に
ズ
レ
の
あ
る
の
と
同
様
に
、
文
学
作
品
に
お
い
て
も
リ
ア

リ
テ
ィ
!
と
作
者
の
考
え
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
聞
に
、

ま
た
作
者
と
読
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
間
に
ズ
レ
の
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き

る。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
先
に
示
し
た
ご
)
の
場
合
、
読
者
が
作
者
と
同
じ
現
実
空
間
を
共
有
し
た
と
読
み
取
っ
た
こ
と
は
、
両
者

が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
対
し
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
懐
い
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
イ
メ
ー
ジ
を
懐
か
せ
る
に

上海・一九四四

到
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド

『
上
海
の
壁
』
が
作
者
の
二
度
目
の
中
国
行
き
に
お
け
る
実
体
験
に
基
づ
い
て
著
わ
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
実
体

験
と
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
余
り
深
く
追
求
し
た
も
の
は
管
見
で
は
見
ら
れ
な
い
。
作
者
と
筆
者
の
関
係
は
前
掲
の
(
一
)
に
当
り
、

そ
の
立
場
か
ら
こ
の
作
品
を
解
読
し
よ
う
。

ご
)
に
当
る
と
考
え
る
理
由
は
、
こ
の
作
品
の
舞
台
、
特
に
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に

あ
っ
た
中
日
文
化
協
会
(
作
品
で
は
東
方
文
化
協
会
)
と
そ
こ
に
登
場
す
る
多
く
の
人
々
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
作
者
と
共
有
す
る
と

つ
ま
り
場
所
と
人
々
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
で
あ
る
。

感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

上
海
と
い
う
街
に
つ
い
て
は
さ
て
お
き
先
ず
東
方
文
化
協
会
に
つ
い
て
の
作
中
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
端
を
示
す
。
即
ち
こ
の
作
品
の
主

3 

人
公
(
私
〉
が
上
海
到
着
後
始
め
て
協
会
を
探
し
求
め
た
結
果
、
協
会
に
辿
り
着
い
た
場
面
で
あ
る
。
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並
木
の
柳
が
風
に
な
び
い
て
い
る
。
西
も
東
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
私
は
清
潔
な
歩
道
を
歩
い
て
行
く
。
す
る
と
「
東
方
文
化
協
会
」
と
墨
文
字

で
書
か
れ
た
看
板
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
異
様
に
豪
華
な
、
お
伽
噺
に
で
も
出
て
き
そ
う
な
建
物
だ
っ
た
。
つ
い
に
発
見
で
き
た
と
い
う
喜
び
よ
り
も
何
よ
り
も
、
こ
れ
が
ぼ

く
の
赴
任
す
る
事
務
所
な
の
か
し
ら
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
な
、
と
い
う
驚
き
で
、
私
は
半
ば
夢
見
心
地
だ
っ
た
。
い
つ
か
必
ず
、
一
生
に
一
度

は
、
こ
ん
な
不
思
議
な
建
物
に
自
分
が
巡
り
合
う
と
い
う
、
私
の
夢
想
が
現
実
の
形
と
な
っ
て
、
私
の
眼
の
前
に
あ
っ
た
。

化
粧
煉
瓦
で
積
ま
れ
た
建
物
の
外
郭
が
、
ぜ
い
た
く
を
極
め
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
内
部
の
細
部
の
造
り
が
、
凝
り
に
凝
っ
て
い
た
。
磨
き

あ
げ
ら
れ
た
木
製
の
階
段
を
、
私
は
の
ぼ
っ
た
。
事
務
所
は
、
二
階
か
三
階
な
の
だ
。
(
単
行
本
一
四
|
一
五
頁
)
。

こ
の
建
物
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
前
掲
の
(
三
〉
の
立
場
に
あ
る
読
者
に
は
作
者
に
よ
る
仮
想
空
間
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
当
時
(
残
念
な
が
ら
日
時
に
特
定
で
き
な
い
が
)
作
者
が
こ
こ
を
始
め
て
訪
れ
た
の
と
非
常
に
近
い
時
点
に
こ
の
建

物
を
訪
ね
た
筆
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
私
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
作
者
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
は
、
作
者

ハ
3
〉

が
当
時
交
友
関
係
に
あ
っ
た
堀
田
喜
衛
と
の
対
談
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
堀
田
自
身
当
時
上
海

の
国
際
文
化
振
興
会
に
勤
め
友
交
関
係
の
あ
っ
た
作
者
を
訪
ね
て
こ
の
建
物
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
発
言
は
堀
田
氏
に
対
し

て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

武
田
ハ
前
略
〉
そ
れ
が
素
晴
ら
し
い
建
物
な
ん
だ
よ
。
フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
デ
ン
マ
ー
ク
の
船
主
の
私
宅
で
す
よ
。
そ
れ
を
接
収
し
て

使
っ
て
た
。
ヤ
フ
ィ
l
路
と
ア
ル
ベ

i
ル
路
の
交
差
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ね
。

堀
田
建
物
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
に
出
て
く
る
み
た
い
な
家
だ
っ
た
な
。
部
屋
の
壁
も
天
井
も
寄
木
細
工
で
ね
。

い
し
、
た
い
へ
ん
な
も
ん
だ
っ
た
よ
。

(
中
略
〉
庭
は
物
凄
く
広

こ
の
建
物
に
つ
い
て
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
と
筆
者
の
そ
れ
の
一
致
す
る
も
う
一
つ
の
箇
所
に
つ
ぎ
の
文
章
で
あ
る
。

階
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
は
庭
の
芝
生
に
直
接
下
り
た
つ
こ
と
が
で
き
る
。
客
た
ち
は
、
広
広
と
し
た
芝
生
に
面
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を



す
る
こ
と
が
、
こ
と
の
ほ
か
好
き
だ
っ
た
。

(
単
行
本
六
八
頁
〉
。

「
上
海
の
夜
」
な
ど
、
支
那
趣
味
を
満
喫
さ
せ
る
歌
で
有
名
な
女
歌
手
が
や
っ
て
き
た
(
後
略
)

音
曲
は
な
か
っ
た
が
筆
者
自
身
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客
と
な
り
食
事
を
摂
り
な
が
ら
庭
の
芝
生
を
眺
め
た
後
芝
生
の
上
に
下
り
立
つ

〈

4
〉

た
経
験
が
あ
る
。
作
者
は
堀
田
と
と
も
に
戦
後
こ
こ
を
訪
ね
こ
の
芝
生
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
往
時
を
回
想
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
文
例
は
他
に
も
あ
る
が
い
ち
い
ち
引
用
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
筆
者
が
こ
の
建
物
を
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
た
理
由
は

極
め
て
簡
単
な
事
情
か
ら
で
、
筆
者
の
父
が
当
時
こ
の
協
会
に
勤
務
し
て
お
り
、
父
に
伴
わ
れ
て
訪
れ
た
次
第
で
あ
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
人
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
は
残
念
な
が
ら
そ
う
多
く
は
な
い
。
こ
の
作
品
に
登
場

上海・一九四四

す
る
人
物
の
多
く
は
ア
ル
フ
ァ
ベ

y

ト
一
字
か
仮
名
ま
た
は
無
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
実
際
の
人
物
に
特
定
で

き
、
そ
の
い
く
つ
か
は
当
時
筆
者
が
耳
に
し
た
か
実
際
逢
う
機
会
の
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
矢
張
り
作
者
及
び
作
品
と
筆
者

は
程
度
や
質
の
差
は
あ
り
な
が
ら
共
有
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
の
匿
名
性
こ
そ
が
、
そ
の
描
く

イ
メ
ー
ジ
の
背
後
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
極
め
て
近
い
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

こ
の
匿
名
表
現
は
、
作
品
に
登
場
す
る
人
々
に
特
定
で
き
る
人
物
に
対
す
る
作
者
の
思
い
遣
り
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
各

人
様
々
な
事
情
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
中
日
文
化
協
会
と
い
う
当
時
の
国
策
推
進
団
体
の
性
格
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
協
会
の
成
立
に
今
や
悪
名
高
い
興
亜
院
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
言
と
し
て
後
に
引
用
す
る
内
山
完
造
『
花
甲
録
』
の

昭
和
甲
申
一
九
年
の
条
が
あ
る
。
武
田
泰
淳
自
身
こ
の
協
会
に
か
か
わ
っ
た
事
実
を
恥
障
と
し
て
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
多
く
は
語
っ

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
当
時
こ
の
協
会
に
関
係
し
た
人
々
に
共
通
し
て
い
る
。

5 
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高
見
順
の
証
言

作
中
に
記
さ
れ
た
出
来
事
が
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
数
少
な
い
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
つ
ぎ
に
示
す
『
高
見
順
日
記
』
の

十
一
月
八
日
と
そ
の
翌
日
の
条
は
興
味
深
い
。

『
上
海
の
壁
』
で
は
日
付
け
を
示
す
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の
証
言
は
日
記
だ
け
に
日
付

ま
で
特
定
で
き
る
。

十
一
月
八
日

雨。ハ
中
略
)

ふ
た
た
び
大
陸
新
報
社
へ
行
き
、
池
田
君
と
中
日
文
協
へ
行
く
。

武
田
、
石
上
両
君
に
、
池
田
君
か
ら
金
を
渡
す
。

ハ
後
略
〉

十
一
月
九
日

(
前
略
〉

で
、
、
ル
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
の
中
華
電
影
へ
。

「
春
江
遺
恨
」
の
座
談
会
。

小
竹
教
授
、
小
宮
博
士
、
陶
晶
孫
、
武
田
泰
淳
、
石
上
玄
一
郎
、
高
橋
良
三
、
鄭
料
、

い
ず
れ
も
中
日
文
協
関
係
者
、
会
社
側
か
ら
不
破
、
辻
久

こ
れ
に
対
応
す
る
『
上
海
の
費
』
の
文
章
は
次
の
通
り
で
こ
こ
で
は
九
日
の
出
来
事
が
先
に
書
か
れ
て
い
る
。

日
本
の
映
画
会
社
が
製
作
し
た
「
春
江
遺
恨
」
の
試
写
会
が
あ
っ
た
。
有
名
な
男
優
、
阪
東
妻
三
郎
が
高
杉
晋
作
役
で
出
演
し
て
い
る
。

〈
中
略
〉
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「
駄
目
だ
。
そ
れ
は
難
し
い
。
不
可
能
だ
」
と
、
私
は
観
お
わ
っ
て
思
う
。
革
命
軍
の
考
証
な
ど
、
よ
く
や
っ
て
い
る
。
監
督
は
、
も
し
か
し
た

ら
左
翼
く
ず
れ
か
な
、
と
私
は
秘
か
に
判
断
す
る
。

明
る
い
外
部
に
出
る
と
、
は
た
し
て
T
氏
は
闘
っ
た
よ
う
に
笑
い
だ
し
た
。
「
こ
れ
は
ど
う
も
ね
。
わ
か
ら
な
い
よ
。
全
然
、
わ
か
ら
な
い
よ
。

中
国
人
に
観
せ
た
っ
て
」
と
、
ロ
に
手
を
あ
て
が
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
お
か
し
が
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
「
狼
火
は
上
海
に
揚
る
」
と
い
う
題
名
で
封
切
さ
れ
る
と
い
う
。
東
方
文
化
協
会
で
、
こ
の
国
策
映
画
を
め
ぐ
っ
て
座
談
会
が
ひ
ら

か
れ
た
。
席
上
の
E
君
は
、
維
新
の
志
士
な
ど
嫌
い
な
の
で
不
機
嫌
で
あ
る
。
発
言
を
遠
慮
し
て
、
T
氏
は
下
う
つ
む
い
て
い
る
。

O
博
士
も
無
言
で
い

る
。
私
だ
け
が
会
社
側
の
人
に
御
礼
を
言
う
。
(
後
略
)
(
単
行
本
一
三
一
一
一

l
一
一
一
一
四
頁
)

高
見
順
氏
が
、
協
会
事
務
所
に
顔
を
出
し
た
。
「
上
海
文
学
」
の
同
人
の
一
人
を
お
供
に
連
れ
て
、
機
嫌
よ
く
入
っ
て
く
る
。

京
行
き
の
金
が
出
来
た
よ
と
言
う
。
(
後
略
)
(
同
一
三
八
頁
)

「
君
と
E
君
の
南

「
南
京
行
き
」
と
は
当
時
当
地
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
出
席
の
た
め
で
あ
り
、
記
述
の
順
序
が
『
日
記
』
と
逆

に
な
っ
て
い
る
点
後
述
す
る
武
田
泰
揮
の
文
学
の
本
質
と
合
せ
興
味
深
い
。

『
高
見
順
日
記
』
の
記
述
か
ら
作
中
の

E
氏
が
石
上
玄
一
郎
、

O
博
士
が
小
竹
文
夫
、

T
氏
が
陶
晶
孫
の
諸
氏
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
う
ち
作
品
に
最
初
に
登
場
す
る
の
は

E
氏
で
、

「
私
」
が
協
会
を
訪
れ
た
最
初
の
日
小
田
理
事
長
(
元
朝
日
新
聞
社
、
上

海
市
政
研
究
会
事
務
局
長
林
広
士
口
氏
)
に
「
前
略
)
あ
な
た
が
東
京
で
あ
っ
た
こ
と
の
あ
る
小
説
家
の

E
氏
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る。
つ
ぎ
に

O
博
士
に
つ
い
て
は
「
京
都
の
大
学
を
出
た
(
中
略
〉
支
那
経
済
史
の
専
門
家
」
と
記
さ
れ
、

「
私
」
が
博
士
の
家
に
寄
宿

7 

し
て
い
る
こ
と
を

E
氏
が
羨
ま
し
が
っ
て
い
る
と
あ
る
。
実
際
に
武
田
泰
淳
は
当
時
小
竹
博
士
邸
に
寄
宿
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
経
験

ハ
7
V

か
ら
『
月
光
都
市
』
と
い
う
珠
玉
の
よ
う
な
小
品
を
著
わ
し
、
小
竹
氏
も
戦
後
こ
の
寄
宿
者
に
つ
い
て
一
文
を
草
し
て
い
る
。
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第1表 『上海の鐙』に登場する主要場所・人物

( J筆者注

章| 場 所 人物(主として初出のみ〉

長崎、寅浦江、雨頭 同室の小男
上ー寸 北四川路、日本租界 知恩院の老僧
海 ガーデンブリッジ、バンド
の アルベール路、霞飛路、法租界
鐙
東方文化協会 小田先生(理事長〉、 E君
蘭心劇場、旧市街 Y君〈経理〉

0博士宅(福西) 0博土、 T氏(中国側理事〉

汗 G氏、上海語の教授(女学生〉
台、 南市郊外クリーク 林小姐(理事長秘書〕
く 張氏宅 張氏〈上海大学学長〉
壁L.. フランス公園〔復興公園〕 0博士長男(聖ジョーンズ大学生〉

Q (日本人の批評家〉

ー寸 中国人の学者〈乞食の研究)
ま (協会〉階下のレストラン・庭 日本人の歌手・作曲家・画家
わ 日本語文芸雑誌の同人i||伽屋〉の時院【普通の支鵬 中国婦人(重慶に夫〕夏女士

林小組の父(画家〉
Q (日本人の作家批評家〉

王娠、周君、新しい女先生

ーう「 帯中尉の秘密部屋 帯中尉
南京路の映画館・演劇場〈紅楼夢〉

ら
関心劇場 高見!順(座談会〉口

L.. N氏〈白樺派長老〉
北停車場(→南京〕 田村俊子

南京からの帰りの汽車 火野葦平、田村俊子

雑 協会の亡年会、本屋、古本屋
雪の朝の上海の街 王織とその夫

種 事務所 (i二十五史」を読む〉
新年会〈日本人の経営する印刷会社〉

ゼスフィ}ノレド公園〔中山公園〕

外国人墓地〔静安公園〕

廃
静安寺路
新しい住宅
(0)博土邸の庭の芝生 阿部知二

園
郊外の製靴工場の爆撃

恰同花園 理事長の|日友(新聞社の同僚〉
酒場、白系ロシアのレストラン

中国式酒屋 神田にいた父と娘

1大陸新報社(パソド〕 1M氏(姓の逮う近衛の実弟〉
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章| 場 所 人物(主として初出のみ〉

「白蛇伝」の絵看板・写真
映画館(密林怪人ターザン〉 田村俊子の死

林小姐の父の葬儀

L歌-

「白蛇伝」観劇
ケイリ・アンド・ウォノレシュ

(繁華街の中央) (南京路〕
日本租界 (0博土夫人・子供の帰国
の荷作り用品を買いに〉 外務省の役人(京大での0博士の岡

級生〉
妻をつれた若い男〈必要のない日本

人の突然の到来)
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T
氏
に
つ
い
て
は
「
(
協
会
に
お
い
て
)
中
国
側
を
代
表
す
る
文
学
者
兼
自
然
科
学
者
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
陶
氏
が
上
海
自
然
科
学
研
究
所
に
関
わ
る
医
学
者
で
郭
沫
若
の
義

弟
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

他
に
も
作
中
の
匿
名
者
の
何
人
か
を
特
定
で
き
る
が
い
ち
い
ち
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
。

当
時
の
協
会
に
つ
い
て
詳
し
い
人
に
と
っ
て
こ
の
匠
名
は
殆
ど
無
意
味
と
い
っ
て
よ
い
程

に
こ
の
作
品
の
内
容
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
合
致
し
て
お
り
、
単
な
る
小
説
で
は
な
く
自
伝

的
小
説
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
筆
者
に
と
っ
て
気
に
な
る
例
外
は
作
品
の
最

初
か
ら
登
場
す
る

Y
氏
で
、
理
事
長
は
「
私
」
に
「
こ
れ
が
経
理
を
や
っ
て
い
る

Y
君
で

す
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
特
定
で
き
な
い
。

よ
し
ぞ
う

当
時
こ
の
協
会
に
勤
め
て
い
た
筆
者
の
父
ら
し
き
人
物
が
全
く
登
場
し
て
こ
な
い
良
さ

と
名
か
ら

T
氏
と
区
別
す
る
た
め

Y
氏
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
記
さ
れ
た

Y
氏
の
属

性
か
ら
は
父
と
は
別
人
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
識
者
の
教
示
を
期
待
す
る
。
あ
る
い
は

全
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
作
品
が
自
伝
で
は

な
く
自
伝
的
小
説
で
あ
る
証
拠
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

道
行
き
振
り
の
文
学

武
田
泰
淳
の
『
風
媒
花
』
を
三
島
由
紀
夫
は
タ
ベ
ス
ト
リ

I

(
綴
織
〉
の
文
学
で
あ
る
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と
評
し
、
同
じ
く
黒
井
千
次
は
、
こ
れ
が
通
常
の
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
展
開
さ
れ
る
、
即
ち
時
間
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
は
な
く
空
間

の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
要
求
す
る
文
学
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
『
上
海
の
壁
』
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
黒
井
氏
の
『
風
媒
花
』
論
は

『
上
海
の
壁
』
の
解
読
に
も
有
効
で
、

「
ほ
と
ん
ど
の
人
物
が
あ
る
一
対
一
の
関
係
で
登
場
し
て
く
る
の
で
は
な
く
、
意
外
な
つ
な
が

り
を
背
後
に
秘
め
た
人
聞
と
し
て
立
現
わ
れ
(
中
略
)
そ
し
て
彼
ら
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
の
出
来
る
唯
一
の
共
通
項
は
「
中
国
」
な

の
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
は
三
島
が
こ
の
作
品
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
「
中
国
」
で
あ
る
と
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

黒
井
氏
に
よ
る
と
こ
れ
が
三
島
の
い
う
「
綴
織
風
」
で
あ
り
、
人
物
も
そ
こ
に
「
封
じ
込
ま
れ
」
て
お
り
「
時
間
の
同
時
性
が
辛
う

じ
て
か
れ
ら
の
人
間
関
係
を
保
障
す
る
」
世
界
と
は
こ
の
空
間
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
運
動
の
場
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
堀
田
善
衛
も

作
者
と
の
対
談
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

武
田
さ
ん
の
『
風
媒
花
』
と
い
う
小
説
で
も
、
小
説
の
一
般
的
な
概
念
と
非
常
に
違
う
と
こ
ろ
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
ず
っ
と
通
っ
て
行
っ
て
発
展

す
る
と
い
う
形
で
は
な
く
し
て
、
登
場
人
物
の
数
だ
け
ス
ト

l
p
ー
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
言
え
る
し
、
そ
の
登
場
人
物
自
体
が
必
ず
し
も
い
ま

ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
概
念
に
添
っ
た
、
あ
る
い
は
乗
っ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
一
人
ひ
と
り
が
放
射
能
を
も
っ
て
い
て
、
連
鎖
反
応
を
起

す
、
と
い
う
か
な
、
そ
う
い
う
も
の
が
集
め
ら
れ
た
よ
う
な
形
で
し
ょ
う
。
(
『
混
々
沌
々
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
五
年
、
一
九
O
頁
)

筆
者
は
『
上
海
の
壁
』
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
と
同
じ
こ
と
が
い
え
る
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
は
、

「
中
国
」
よ
り
も
更

に
限
定
さ
れ
「
上
海
」
、
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
東
方
文
化
協
会
」
実
は
「
中
日
文
化
協
会
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
表
が

と

と

る

ひ

と

こ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
織
り
成
す
た
て
糸
(
場
所
〉
と
人
物
を
示
し
て
い
る
。



空
間
移
動
の
文
学

い
ま
や
作
品
に
描
か
れ
た
(
そ
の
実
作
者
の
)
上
海
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
語
る
べ
き
時
が
き
た
。

一
般
に
上
海
か
ら
受
け
る
最
初
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
パ
ン
ド
の
光
景
で
あ
り
、
作
者
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
掲
の
堀
田
氏
と
の
対

談
で
述
べ
て
い
る
(
一
九
四
頁
)
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
で
は
上
海
が
最
初
に
登
場
し
て
来
る
場
面
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
即
ち
こ
れ
が
こ
の
作
品
か
ら
読
者
の
受
け
る
上
海
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
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ま
ず
鴎
頭
(
埠
頭
)
に
停
泊
し
た
船
上
か
ら
「
私
」
の
目
に
入
っ
た
の
は
「
激
し
い
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
白
く
乾
き
き
っ
た
波

止
場
」
と
「
何
や
ら
声
高
に
わ
め
き
な
が
ら
往
来
す
る
苦
力
た
ち
の
姿
」
で
上
海
で
の
生
活
の
不
安
と
自
由
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
省
略
す
る
。

つ
い
で
同
室
で
あ
っ
た
男
に
ど
こ
に
行
く
の
か
と
関
わ
れ
知
恩
院
の
上
海
別
院
に
行
く
と
答
え
、
「
日
本
人
租
界
」

「
日
本
人
租
界
」
と
は
通
称
で
凡
そ
旧
ア
メ
リ
カ
租
界
中
の
北
四
川
路
と
呉

濃
路
を
中
心
と
と
す
る
日
本
人
の
多
く
住
む
地
区
を
い
い
、
別
院
は
こ
の
方
面
に
あ
っ
た
。

に
住
む
妹
を
訪
ね
る
こ
の
男
と
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

彼
と
並
ん
で
歩
い
て
行
く
と
、
支
那
家
屋
と
も
日
本
家
屋
と
も
つ
か
な
い
家
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。

(
同
九
頁
)

こ
の
記
述
は
筆
者
が
上
海
で
始
め
て
生
活
し
た
北
四
川
路
公
益
坊
の
里
弄
式
住
居
を
思
い
出
さ
せ
る
。

つ
い
で
彼
と
別
れ
た
「
私
」
は
別
院
に
赴
き
、
親
切
な
白
ひ
げ
の
老
僧
に
伴
な
わ
れ
て
協
会
へ
向
う
。

11 

ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
過
す
る
と
、
河
沿
い
に
い
か
め
し
い
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
西
洋
風
の
銀
行
、
商
社
、
官
庁
、
新
聞
社
、
ホ
テ

ル
な
ど
、
胸
を
そ
ら
せ
、
肩
を
合
わ
せ
て
、
整
列
し
た
よ
う
に
し
て
、
城
壁
一
の
ご
と
く
河
風
を
う
け
て
い
た
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
バ
ン
ド
で
あ

る
。
日
本
人
臭
い
光
景
は
消
え
て
失
く
な
る
。
そ
の
か
わ
り
中
国
人
臭
い
群
衆
が
、
い
き
な
り
現
れ
る
。
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
走
っ
て
い

セ

'Yツ
オ

な
い
。
電
車
、
パ
ス
、
そ
れ
か
ら
三
輪
車
、
客
を
乗
せ
た
の
も
、
乗
せ
な
い
の
も
、
前
や
後
を
横
ぎ
っ
た
り
、
追
い
ぬ
い
た
り
、
い
ま
に
も
ぶ
つ
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か
り
そ
う
に
す
れ
ち
が
っ
た
り
し
て
、
ひ
た
す
ら
進
ん
で
い
る
。
喧
喋
は
高
ま
っ
た
り
低
ま
っ
た
り
し
て
、
と
き
ど
き
北
京
語
と
は
ち
が
っ
た
妙

な
中
国
語
が
聞
え
る
。
そ
の
声
は
、
み
ん
な
怒
鳴
る
よ
う
な
、
投
げ
や
り
な
発
音
だ
。
人
波
を
離
れ
、
雑
踏
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
、
租
界
が
近

く
な
る
。
共
同
租
界
、
イ
ギ
リ
ス
租
界
、
フ
ラ
γ
ス
租
界
、
そ
れ
ら
の
租
界
の
う
ち
、
ど
の
あ
た
り
を
走
っ
て
い
る
も
の
や
ら
、
私
に
は
わ
か
ら

と
、

o

e
ι
L
 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
明
る
さ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
色
彩
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
街
並
み
と
人
影
が
限
前
に
現
れ
る
。
東
京
の
銀
座
街
と
も
、
外
人
の

多
い
横
浜
の
街
と
も
、
そ
れ
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
し
っ
か
り
と
白
人
の
勢
力
が
く
い
こ
ん
で
い
る
。
中
国
に
渡
っ
た
は
ず
の
私
は
、

カ

ヒ

"

ヲ

ア

ツ

カ

も
う
一
つ
別
の
、
異
国
の
街
に
入
り
こ
ん
で
い
る
ら
し
い
。
清
酒
な
商
庖
街
に
並
木
が
つ
づ
い
て
い
る
。
ア
ル
ベ

l
ル
路
、
霞
飛
路
、
法
租
界
そ

の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
地
名
を
上
海
語
で
発
音
す
る
、
漢
字
と
ロ
ー
マ
字
が
入
り
ま
じ
っ
た
地
帯
の
ど
こ
か
に
、
私
の
行
く
べ
き
事
務
所
は
隠

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ど
う
探
し
て
も
わ
か
り
そ
う
に
な
い
。
(
同
十
一
|
十
三
頁
)

老
僧
の
、
責
任
者
の
私
宅
を
訪
ね
て
は
の
注
意
で
幸
い
所
持
し
て
い
た
理
事
長
宅
ヘ
タ
ク
シ
ー
を
向
け
る
。

「
何
度
も
折
れ
ま
が
っ

て
、
道
は
次
第
に
閑
清
な
住
宅
区
に
導
い
て
行
く
。
」
(
同
十
三
頁
)
よ
う
や
く
理
事
長
宅
を
見
つ
け
る
が
理
事
長
は
不
在
。
い
ら
だ
ち

を
見
せ
る
老
僧
に
「
さ
っ
き
、
西
洋
菓
子
の
よ
う
な
奇
妙
な
建
物
の
前
を
通
り
過
ぎ
ま
し
た
ね
。
あ
の
辺
で
降
し
て
下
さ
い
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

へ
同
十
四
頁
)
と
老
僧
を
返
し
た
後
訪
ね
た
こ
の
奇
妙
な
西
洋
館
が
目
指
す
協
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
よ
う
な
「
私
」
の
「
道
行
き
振
り
」
は
、
旧
ア
メ
リ
カ
租
界
の
鴫
頭
地
区
か
ら
同
じ
旧
ア
メ
リ
カ
租
界
の
一
部
で
あ
る

ホ

γ
キ
ユ
ウ

(
虹
ロ
)
、
さ
ら
に
蘇
州
河
を
南
へ
渡
っ
た
通
称
「
川
向
う
」
の
旧
イ
ギ
リ
ス
租
界
の
黄
浦
江
沿
い
の
パ
ン
ド
か
ら

「
日
本
人
租
界
」

フ
ラ
ン
ス
租
界
へ
と
上
海
の
街
の
光
景
の
移
り
変
り
を
美
事
に
描
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
空
間
移
動
は
い
う
ま
で
も
な
く
時
間
的
経
過
を
伴
っ
て
い
る
が
「
私
」
の
目
は
時
間
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
よ
り

も
む
し
ろ
空
間
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
向
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
協
会
を
目
指
す
と
い
う
目
的
を
も
っ
た
空
間
移
動
で
あ
る
が
、
作
者

の
文
学
に
一
般
に
認
め
ら
れ
る
の
は
目
的
の
な
い
「
俳
個
」

(
作
者
の
言
葉
で
は
「
散
歩
」
)
と
も
い
う
べ
き
空
間
的
移
動
で
、

先
述



の
韻
織
風
性
格
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
武
田
泰
淳
の
最
初
期
の
文
学
作
品
が
『
月
光
都
市
』
で
あ
り
、

最
後
の
作
品
が
『
目
ま
い
す
る
散
歩
』
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。

ニ
つ
の
上
海

『
月
光
都
市
』
は
作
者
が
小
竹
氏
邸
に
寄
宿
中
の
中
秋
節
に
上
海
の
街
を
散
歩
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て

作
中
の
主
人
公
「
杉
」
は
武
田
泰
淳
自
身
に
他
な
ら
な
い
。
作
中
「
夏
か
ら
秋
へ
か
け
杉
は
よ
く
附
近
へ
自
転
車
を
走
ら
せ
た
。
博
士

の
屋
敷
が
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
は
づ
れ
な
の
で
鉄
道
線
路
の
向
ふ
や
徐
家
経
ク
リ
ー
ク
の
西
や
龍
華
寺
や
寓
国
公
墓
な
ど
気
の
む
く
ま
ま

上海・ ー九四四

に
ひ
と
り
で
で
か
け
た
。
(
単
行
本
十
三
頁
)
」
と
あ
る
の
が
武
田
泰
淳
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
作
中
安
和
寺
路

に
あ
る
と
さ
れ
た
博
士
の
家
は
実
際
ア
l
マ
ス
ト
路
に
あ
っ
た
こ
と
を
小
竹
氏
自
身
が
記
し
て
い
る
。
安
和
寺
が
ア
l
マ
ス
ト
の
漢
字

表
現
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『
月
光
都
市
』
に
お
け
る
散
歩
の
場
所
を
第
二
表
に
示
し
た
。
そ
の
殆
ど
が
フ
ラ
ン
ス
租
界
内
で
あ
る
点
興
味
深
い
。
こ
れ
と
極
め

て
対
称
的
な
の
は
同
じ
上
海
も
の
で
同
じ
く
杉
を
主
人
公
と
す
る
『
腹
の
す
え
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
中
に
記
さ
れ
た
地
名
も
第
二
表

に
示
し
た
が
そ
の
殆
ど
が
共
同
租
界
中
の
旧
ア
メ
リ
カ
租
界
の
虹
口
地
区
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
作
品
が
作
者
の
敗
戦
後
の
日
僑

集
中
区
で
の
生
活
に
基
づ
い
て
著
わ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
当
然
と
い
え
よ
う
。

『
月
光
都
市
』
と
『
腹
の
す
え
』
の
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
こ
の
空
間
的
断
絶
が
、
敗
戦
と
い
う
時
間
的
断
絶
と
関
係
し
て
い
る
こ
と

13 

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
後
者
に
お
い
て
も
杉
は
し
ば
し
ば
非
常
線
を
突
破
し
、
時
に
は
日
僑
集
中
区
外
で
あ
る
「
河
向
う
」
へ
散
歩
に

ホ
シ
キ
品
ウ

よ
ご
れ
っ
ぽ
い
虹
ロ
の
街
が
嫌
い
な

行
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
終
戦
ま
で
は
、
美
し
い
仏
租
界
の
中
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
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武田泰淳の二つの上海

( )現地名・記述順に示す

第 2表

会元旦〔乍浦路313弄〕

北四川路

虹口市場

海寧路はずれの日本人の住む里の入口

楊樹滞

虹口乍甫路

昆山路

海寧路

ガーデンブリッジ

集中地区外バンド、黄浦江

楊樹浦行き電車道路に近い場所

揚子江の入口

鹿児島

『腹のすえ』

安和寺路〈法華路〕

旧同文書院前

除氏墓回、徐家f医
大世界

八仙橋〔雲南南路〕

善鐘路〔常熟路〕

杜美路〔長楽路〕

福関森路電停〔武康路〕

泰山路〔准海中路〕

華山路〔重慶南路?)

普陀禅寺入口

産山路〔准海西路〕

交通大学裏門

|く一路〔叫路〕
左→徐家i医

〔新華路〕

『月光都市』

の
で
あ
っ
た
」
て
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
作
者
自
身
の

実
感
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
虹
口
が
旧
英
租
界
や
フ
ラ
ン
ス

租
界
に
比
べ
見
劣
り
す
る
こ
と
は
筆
者
の
実
感
で
も
あ
り
、
そ

の
違
い
に
列
強
の
植
民
都
市
形
成
の
違
い
を
見
て
取
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
と
し
た
い
。
ま
た
作
者
の

文
学
観
・
人
生
観
に
上
海
に
お
い
て
敗
戦
を
経
験
し
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
、
作
者
自
身
し
ば
し
ば
言
及
し

円

U〉

て
い
る
し
、
多
く
の
人
々
が
論
じ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
深
く

は
言
及
し
な
い
。
た
だ
「
風
媒
花
」
の
主
人
公
峰
(
実
は
作
者

自
身
)
が
上
海
で
知
っ
た
一
番
重
要
な
こ
と
と
し
て
こ
の
世
に

は
権
力
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
人
間
に
は
三
種
あ
っ
て
第
一
は

現
状
に
お
け
る
権
力
者
、
第
二
は
権
力
の
廻
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し

て
い
る
連
中
、
第
三
は
第
一
に
対
す
る
反
抗
者
だ
が
こ
れ
も
別

の
権
力
者
と
し
峰
自
身
第
二
に
属
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
さ
れ
る
。
作
者
は
敗
戦
に
よ
っ
て
権
力
者
支
配
者
の
側
か
ら

転
落
し
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
上
述
の
二
作
品
に
お
け

る
空
間
イ
メ
ー
ジ
の
断
絶
を
強
く
支
配
し
て
い
る
。



日
中
文
化
協
会

こ
の
協
会
の
い
わ
ば
戦
犯
的
性
格
が
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
追
求
す
る
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
筆
者

も
若
干
の
探
索
を
試
み
た
が
十
分
の
成
果
を
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
論
の
目
的
か
ら
い
っ
て
全
く
触
れ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
た

め
、
こ
れ
に
つ
い
て
二
・
三
の
証
言
を
紹
介
し
よ
う
。

① 

内
山
完
造
『
花
甲
録
』

(
一
九
六

O
年
、
岩
波
書
庖
)

三
度
輿
直
院
文
化
部
か
ら
中
日
文
化
協
会
を
造
る
と
か
で
、
そ
の
民

開
発
起
人
の
中
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
と
う
と
う
失
礼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

(
二
九
八
頁
、
昭
和

(
後
略
)

上海・一九四四

甲
申
一
九
年
)
同
氏
『
上
海
生
活
三
十
年
』
に
も
同
様
な
記
述
が
あ
る
。
協
会
の
成
立
に
興
亜
院
が
関
係
し
て
い
こ
と
を
示
す
証
言
で

あ
る
。

@ 

「
支
那
」
三
三
巻
五
号
に
よ
る
と
、
昭
和
一
七
年
四
月
二
日
漢
口
中
山
公
園
に
お
い
て
中
日
文
化
協
会
第
一
次
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
、
南
京
総
会
理
事
長
と
し
て
外
交
部
長
、
理
事
と
し
て
考
試
院
長
・
中
央
大
学
校
長
な
ど
国
府
の
要
人
、
上
海
・
漸
江
・
蘇
州

-
武
漢
か
ら
分
会
代
表
、
華
北
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
同
誌
三
四
巻
五
号
に
よ
る
と
昭
和
一
八
年
四
月
一
日
か

ら
三
日
間
「
国
府
還
都
三
周
年
記
念
の
掠
尾
を
飾
り
参
戦
中
国
文
化
各
界
の
戦
争
意
識
を
晶
揚
す
る
中
日
文
化
協
会
第
二
次
全
国
代
表

者
大
会
」
が
南
京
中
日
協
会
和
平
堂
で
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
塩
谷
温
・
谷
川
徹
三
・
河
上
徹
太
郎
氏
が
出
席
、
閉
会
式
後
重
光
駐
華

大
使
の
招
宴
、
武
者
小
路
賞
篤
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
が
、
協
会
の
名
誉
理
事
と
し
て
在
精
衛
の
名
も
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
中
日
文
化

協
会
と
「
東
方
文
化
協
会
」
と
の
関
係
を
示
す
確
た
る
証
固
は
管
見
で
は
な
く
、
筆
者
に
と
っ
て
の
ミ
V

シ
ン
グ
リ
ン
ク
で
あ
る
。

15 

③ 

(
上
海
市
政
研
究
会
編
『
上
海
の
文
化
』
華
中
鉄
道
総
裁
室
弘
報
室
秋
田
正
男
発
行
、
昭
和
一

正
木
知
海
「
邦
人
美
術
小
史
」
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九
年
三
月
所
収
〉
「
(
前
略
〉
又
、
中
日
文
化
協
会
上
海
分
会
で
も
邦
人
画
家
が
結
束
し
て
日
中
文
化
の
交
流
に
資
す
る
た
め
上
海
及
び

南
京
で
美
術
展
を
開
催
し
た
。
こ
れ
も
全
上
海
の
邦
人
画
家
を
包
含
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
相
当
質
の
揃
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
解
組
前
の
こ
と
で
当
時
こ
れ
等
の
運
営
に
当
っ
た
人
は
旧
興
亜
院
の
松
村
雄
蔵
氏
(
以
下
田
氏
名
略
〉
の
諸
氏
で
あ
る
。
十
八

年
秋
に
入
っ
て
中
日
文
化
協
会
上
海
分
会
が
根
本
的
に
解
組
さ
れ
日
中
文
化
向
上
に
実
質
的
な
運
営
が
執
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」

(
二
四
二
頁
)

筆
者
は
こ
の
展
覧
会
の
出
展
目
録
と
思
わ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
あ
る
古
書
庖
で
手
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
購
入
し

て
い
な
い
。
ま
た
十
八
年
の
分
会
の
解
組
は
協
会
自
体
の
解
組
と
関
係
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
上
海
市
政
研
究
会

(
昭
和
十
六
年
六
月
一
日
設
立
)
も
同
じ
昭
和
十
八
年
の
八
月
十
四
日
に
解
散
し
て
お
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
協
会
へ
移
っ
て

い
る
。
特
に
協
会
の
理
事
長
と
な
っ
た
林
広
吉
氏
は
研
究
会
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
し
筆
者
の
父
も
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ

円

nv

っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

最
後
に
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
小
さ
な
証
言
を
示
し
て
お
こ
う
。
即
ち
後
藤
末
雄
氏
が
中
日
文
化
協
会
の
講
堂
で
中
国
人
中
学
教

員
を
対
象
に
中
国
の
近
代
文
化
に
つ
い
て
講
演
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
(
『
芸
術
の
支
那
・
科
学
の
支
那
』
第
↓
書
房

昭
和
十
七

年
十
月
〉
。
し
か
し
こ
れ
は
解
組
以
前
の
協
会
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
再
編
後
の
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な

断
片
的
な
証
言
を
集
め
る
以
外
方
法
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

む

す

ぴ

筆
者
は
、
学
術
誌
に
は
私
的
な
経
験
を
記
さ
な
い
と
い
う
学
界
の
タ
ブ
ー
を
敢
え
て
犯
し
、
ま
た
大
阪
万
博
の
年
の
春
急
逝
し
た
父



親
の
過
去
を
世
間
に
曝
す
不
孝
者
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
筆
者
自
身
当
時
権
力
に
繋
な
る
者
で
あ
っ
た
と
い
う
意
識
か
ら
上
海
に
つ

い
て
公
に
記
す
こ
と
を
回
避
し
て
き
た
が
一
九
八
九
年
十
二
月
か
ら
翌
年
正
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
上
海
の
復
旦
大
学
と
の
共
同
調

査
(
代
表
演
島
敦
俊
教
授
)
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
当
地
を
再
訪
し
た
こ
と
か
ら
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
上
海
に
つ
い
て
の
資
料

収
集
を
始
め
た
。
従
っ
て
現
時
点
で
は
十
分
な
探
究
を
お
こ
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
以
来
毎
年
授
業
で
上
海
を
扱
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
っ
て
停
年
を
機
に
思
い
切
っ
て
こ
の
小
論
を
著
わ
し
た
。

こ
の
小
論
の
内
容
の
一
部
は
日
本
学
懇
話
会
(
大
阪
大
学
文
学
部
)
と
史
学
研
究
会
(
京
都
大
学
)
に
お
い
て
発
表
し
た
。
そ
の
際

御
教
一
不
賜
わ
っ
た
方
、

ま
た
文
献
探
索
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
(
特
に
愛
知
大
学
文
学
部
の
藤
田
佳
久
教
授
、
同
大
学
霞
山
文
庫
)

上海・一九四四

に
感
謝
の
意
を
表
す
。

な
お
、
武
田
泰
淳
研
究
者
の
多
く
の
所
論
に
つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
点
も
本
稿
の
性
格
に
よ
る
た
め
で
あ
り
御
海
容
願
い
た
い
。

附
記
捌
筆
後
入
手
し
た
『
現
代
上
海
大
事
記
』
(
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
六
)
の
一
九
四
四
年
五
月
初
の
条
に
「
中
日
文
協
事
務
局
長

周
化
人
辞
職
、
陶
晶
諜
継
任
」
、
周
年
六
月
二
日
の
条
に
「
中
日
文
化
界
人
士
組
織
的
東
方
文
化
編
訳
館
成
立
」
等
本
稿
に
関
係
す
る

記
事
が
見
出
さ
れ
る
。

主
(

1

)

 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4〉

「
文
学
に
お
け
る
空
間
|
|
イ
ギ
リ
ス
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
」
(
佐
藤
泰
正
編
『
文
学
に
お
け
る
空
間
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
一
)

「
カ
ル
ト
ロ
ジ
!
の
方
法
論
に
関
す
る
覚
書
」
(
水
津
一
朗
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
人
文
地
理
学
の
視
圏
』
大
朋
堂
、
一
九
八
六
)

『
わ
が
文
学
、
わ
が
昭
和
史
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
、
一
一
七
頁
(
『
展
望
』
昭
和
四
六
年
一
月
号
|
翌
四
月
号
所
載
の
対
談
)

『
冒
険
と
計
算
』
講
談
社
、
一
九
六
六
、
一
一
一
一
一
一
一
一
頁
(
一
九
六
一
年
十
二
月
二
十
五
日
毎
日
新
聞
所
載
「
菊
の
花
、
河
、
大
地
中
国
の

旅
)
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
上
海
市
民
用
建
築
設
計
院
『
上
海
近
代
建
築
史
稿
』
上
海
三
聯
書
底
、
一
九
八
八
(
外
観
、
内
部
写
真
あ

17 



18 

り
)
。
ャ
l
フ
ィ

l

(
霞
飛
〉
路
は
現
在
准
海
(
中
)
路
、
ア
ル
ベ

I
ル
(
亜
爾
培
)
路
は
陵
商
(
南
)
路
で
、
協
会
は
フ
ォ
ッ
シ
ュ
路
と

の
交
差
点
よ
り
少
し
南
へ
行
っ
た
西
側
に
あ
り
、
共
産
主
義
青
年
団
の
建
物
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
大
会
に
つ
い
て
は
尾
崎
秀
樹
『
近
代
文
学
の
傷
痕

!
l
大
東
亜
文
学
者
大
会
・
そ
の
他
|
i
』
普
通
社
一
九
六
三
)
。
こ
の
大
会
を

機
に
来
掃
出
し
た
人
達
が
多
く
協
会
を
訪
れ
父
は
そ
の
応
援
に
忙
し
か
っ
た
。

石
上
玄
一
郎
『
幼
往
え
る
ユ
ダ
ヤ
人
』
人
文
書
院
一
九
七
回
二
三
|
二
四
頁
。
林
氏
に
つ
い
て
は
武
田
泰
淳
「
東
方
書
局
の
こ
と
」

(
『
本
の
手
帖
』
一
九
六
一
・
六
月
号
)
に
詳
し
く
、
酒
井
三
郎
『
昭
和
研
究
会
あ
る
知
識
人
集
団
の
軌
跡
』

(
T
B
s
.フ
リ
タ
ニ
カ

一
九
七
九
)
に
も
見
え
る
。

「
上
海
に
い
た
作
家
た
ち
」
『
群
像
』
一
九
五
六
年
六
号

陶
氏
に
は
遺
稿
集
『
日
本
へ
の
遺
書
』
(
創
元
社
一
九
五
二
〉
が
あ
る
が
協
会
と
の
関
係
を
示
す
文
章
は
当
然
な
が
ら
な
い
。

三
島
由
紀
夫
「
解
説
」
(
『
風
媒
花
』
新
潮
文
庫
一
九
五
四
所
載
)
。
黒
井
千
次
「
薬
維
と
空
間

!
i
「
風
媒
花
」
の
方
法
|
|
」

『
文
芸
展
望
』
九
一
九
七
五
年
。

こ
の
寺
院
に
つ
い
て
作
者
自
身
父
の
友
人
(
作
品
で
の
老
僧
)
が
「
日
本
租
界
の
い
ち
ば
ん
終
わ
り
の
北
四
川
路
底
と
い
う
と
こ
ろ
」
で

開
い
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
(
前
掲
注
3
〉
。
知
恩
院
は
北
四
川
路
の
北
端
、
興
亜
段
(
旧
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
〉
の
向
い
の
賓
楽
安
路

(
U
R円
onv
同

o
E
現
在
の
多
化
路
)
と
の
角
に
あ
っ
た
。

武
田
泰
淳
は
「
ぼ
く
も
実
際
上
海
で
も
っ
て
、
こ
ん
ど
の
敗
戦
を
迎
え
な
け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
も
、
書
〈
意
味
を

く
っ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
日
本
の
小
説
に
対
し
て
ね
。
」
(
『
混
々
沌
々
』
一
九
四
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
竹
内

実
「
武
田
泰
淳
の
中
国
体
験
」
(
『
国
文
学
』
五
五
巻
六
号
)
、
名
越
覚
「
武
田
泰
淳
|
転
向
体
験
と
戦
争
体
験
」
(
西
国
勝
編
『
戦
争
と

文
学
者
』
(
一
一
一
一
書
房
一
九
八
一
一
一
〉
等
参
照
。

上
海
居
留
民
団
『
上
海
居
留
民
団
三
十
五
年
記
念
誌
』
一
九
四
二
年

(
5〉

〈

6
)

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(

叩

)

(
日
)

ハロ〉

一
二
五
五
|
一
二
五
九
頁
。

(
文
学
部
教
授
〉


